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届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ユキヨシ　トモユキ）

行吉　誠之

（平成18年4月1日）

（ ハダ　シゲキ）

波田　重熙

（平成19年11月1日）

（ セグチ　ハルミチ）

瀬口　春道

（平成21年4月1日）

（オクノ　タダシ）

奥野　直

（平成21年4月1日）

　　　　　（例）平成２１年度に報告する内容　→（21）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

（注）１．　『(３)　大学の位置』は，届出学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書き

　　　　　で記入してください。

　　　２．　『(４)　管理運営組織』の「変更状況」欄は，変更があった場合のみ記入し，併せて「備考」欄に変更

　　　　　の理由と変更年月日，報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　　学　校　法　人　　　行　吉　学　園

学　　長

職　　名

（４） 管理運営組織

（２） 大　学　名

　　　〒６５０-００４６

　　　　神　戸　女　子　大　学

（３） 大学の位置

　　　　兵庫県神戸市中央区港島中町４丁目７番２号
　　　（兵庫県神戸市須磨区東須磨青山２番１号）

理 事 長

学 部 長

学科長等
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修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

健康福祉学部 人
健康スポーツ栄養学科 4 60 ― 240

学士（栄養学）

対象年度

区　分

人 人 人 人
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

60 　
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

1,341
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

1,338
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

119
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

78
入学定員超過率 (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

Ｂ／Ａ 1.3

対象年度

学　年

[　 　] [　 　] [　　 ] [　　 ]

78
[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

―
[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

―
[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

―
[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

78

　　　　ください。

　　　３　定員を変更した場合は，備考欄に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してくだ
　　　　さい。

（注）１　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　入学定員超過率も同様の方法としてください。

１年次

２年次

３年次

４年次

計

備　　　　　考平成２１年度

　　　２　「平均入学定員超過率」欄には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ
　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入し，平均

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２１年度 平成２４年度

調査対象学部等の
名称（学位）

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を備考欄に付記してください。 該当がない年には

備　　考平成２２年度 平成２３年度

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

　　　　「－」を記入してください。

（注）１　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）１　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　２　様式は，平成１９年度開設の場合（平成２２年度までの４年間）ですが，開設年度に合わせて作成し

　　　　い。）
　　　　てください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合には，欄を設けてくださ

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平均入学定員
超 過 率

Ｂ　 入学者数

1.3倍

志願者数

合格者数

Ａ　 入学定員

受験者数
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[　　　]
０

[　　　]
７８

うち平成２１年度入学者 ０人 うち平成２１年度 ７８人

[　　　] [　　　]

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 うち平成２２年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 うち平成２２年度 人

うち平成２３年度入学者 人 うち平成２３年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２１年度入学者 人 平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 平成２２年度 人

うち平成２３年度入学者 人 平成２３年度 人

うち平成２４年度入学者 人 平成２４年度 人

（注）１　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　　　入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第

　　　３　「主な退学理由」欄は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　１位までを記入してください。

　　　２　「入学者数に対する退学者数の割合」欄は，各対象年度における退学者数を開設年度から当該年度までの

平成２２年度

計

平成２４年度

（累積）計

平成２３年度

（主な退学理由）

計 （累積）計

（主な退学理由）

[　　　％]
　　　 ％

[　　　％]
　　　 ％

（主な退学理由）

[　　　％]
　　　 ％

（主な退学理由）

計 （累積）計

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成２１年度

退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

[　　　％]
　　　 ０％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 （累積）計
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哲学入門

世界の思想

世界の宗教

日本の歴史

ヨーロッパの歴史

日本の文学

アメリカの文学

イギリスの文学

美の探求

世界の音楽

心理学Ⅰ

心理学Ⅱ

法と社会生活

日本国憲法

現代社会と政治

文化人類学入門

人間と社会

家族・都市

現代社会と経済

人間と情報化社会

数学概説

生活と数学

物理Ⅰ

物理Ⅱ

化学Ⅰ

化学Ⅱ

生物Ⅰ

生物Ⅱ

生命の科学

バイオテクノロジー入門

躍動する地球

１後アジアの歴史

１前

２前

　

　

　

　

　

　学科の専門教育内容に配慮
　した教授内容とし、これに
　伴いより適任な専任教員
　へ変更（21）

２前

１前

２前

２

２

２

備　　　　考

２

助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授

　

必　修 選　択 自　由 講　師 助　教

配 当
年 次

２

２

１後

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

　

　

　

　

　

　

　

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

　

　

　

　

　

（１） 授業科目表

＜健康福祉学部学部　健康スポーツ栄養学科＞

２　授業科目の概要

　

　

　

授業科目の名称
科目
区分

　 ２

　 ２

　 ２

１前

１前

２後

２前

２前

２前

１前

１後

１後

１前

１前

１前

１後

２後

１後

２後

２前

１後

１前

１後

１前

１前

２

２

２

２

資産運用とライフプランニング

２前

１後

１前

２

２

２

２

１後

２

２

２

１

２

全
学
共
通
教
育
科
目

一
般
講
義
科
目

２
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備　　　　考
助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授必　修 選　択 自　由 講　師 助　教

配 当
年 次授業科目の名称

科目
区分

ゆれる地球環境

自然科学史入門

統計学

女性学

女性と職場

情報リテラシー

情報と倫理

生活と情報

情報機器の操作

女性と医学

キャリアに学ぶ

キャリアデザイン
オムニバス科目のコーディネー
ターとしてより適任の専任教員
に変更（21）

心とからだの健康

神戸の歴史と文化

高齢社会と福祉

地域学習
学科の教育内容に応じた専任教
員に変更（21）

英語Ⅰ－1

英語Ⅰ－2

英語Ⅱ－1

英語Ⅱ－2

英語Ⅲ－1

英語Ⅲ－2

オーラルイングリッシュⅠ

オーラルイングリッシュⅡ

英作文Ⅰ

英作文Ⅱ

外国語コミュニケーションⅠ

外国語コミュニケーションⅡ

ドイツ語Ⅰ－1

ドイツ語Ⅰ－2

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ－1

ドイツ語Ⅱ－2

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅲ－1

ドイツ語Ⅲ－2

フランス語Ⅰ－1

フランス語Ⅰ－2

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ－1

フランス語Ⅱ－2

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ－1

フランス語Ⅲ－2

２
教育効果に配慮し、配当年次を
変更（21）
より適任の担当者に変更（21）

世界の食文化

２前

１前

１前

２

１

１２後、３後

１前

１後

１前

２前

２後

２前、３前

２後

３前

３後

１後

２前、３前

２後、３後

１後

１

１

２

１

１

２

２

１

１

１

１

　 　

１

１

１

２

１

１

　

２

１前

２前

２前

１前

２後

１前

１前

２

１前

１後

２前

１

１

１後

１後

２

２

２

 １後

２

２

２

　

１

　　 　

２

１

１

２

２

２

２

１

１

１２前

２後

１

１

１

２

２

１

１

１

１前
１後

１前

３後 １

１

１

１前

１通年

１

１

１後

３前

１前

１

１

１後

語
学
科
目
（
世
界
の
言
語
）

全
学
共
通
教
育
科
目

総
合
科
目

情
報
科
目

英
語

一
般
講
義
科
目

初
習
言
語

１前

１後

１前

２前

 １
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備　　　　考
助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授必　修 選　択 自　由 講　師 助　教

配 当
年 次授業科目の名称

科目
区分

中国語Ⅰ－1

中国語Ⅰ－2

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ－1

中国語Ⅱ－2

中国語Ⅱ

中国語Ⅲ－1

中国語Ⅲ－2

朝鮮語Ⅰ－1

朝鮮語Ⅰ－2

朝鮮語Ⅰ

朝鮮語Ⅱ－1

朝鮮語Ⅱ－2

朝鮮語Ⅱ

朝鮮語Ⅲ－1

朝鮮語Ⅲ－2

イタリア語Ⅰ－1

イタリア語Ⅰ－2

イタリア語Ⅰ

イタリア語Ⅱ－1

イタリア語Ⅱ－2

イタリア語Ⅱ

イタリア語Ⅲ－1

イタリア語Ⅲ－2

基礎トレーニング

スポーツと健康の科学

スポーツ実技Ⅰ－1

スポーツ実技Ⅰ－2

スポーツ実技Ⅰ－3

スポーツ実技Ⅰ－4

スポーツ実技Ⅰ－5

スポーツ実技Ⅰ－6

スポーツ実技Ⅰ－7

スポーツ実技Ⅱ－1

スポーツ実技Ⅱ－2

スポーツ実技Ⅱ－3

スポーツ実技Ⅱ－4

スポーツ実技Ⅱ－5

スポーツ実技Ⅱ－6

スポーツ実技Ⅱ－7

教養演習Ⅰ

教養演習Ⅱ

教育基礎論Ⅱ

教育心理学Ⅱ

教育社会学

人権教育

教育行政学

教育課程総論

道徳教育の研究

特別活動論

学習過程指導論

生徒指導論

教育相談

教職総合演習

２
２
２

２

２
２
２
２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

３前

２前

２前

４前

４後

２

栄養教育実習　事前事後指導含む

３後
３後
３後
３前

３後
４前

３後

 １後
教職論

２

２前

３後

２後

２前

３前

３後

２後

３前

３前

１後

教育効果に配慮して配当年次を
変更（21）

１

１

１

１

１１

１

１

１

１

１後

２後

３後

４前

１後

４後

１

１

１

１

１

３前 １

１

１１前

２前

１

１

３後

２

１後

１

２

１

１

１前

２後 １

２

１

１

１

２

１

１

１

１

２

１

１前

１後

１前

２前

１

１

２

２後

１後

３前

３後

１前

１後

１前

１後

１前

１後

２後、３後

２前、３前

２後

２前 １

１

２

語
学
科
目
（
世
界
の
言
語
）

全
学
共
通
教
育
科
目

２

２

初
習
言
語

ウ
ェ
ル
ネ
ス
科
目

演
習

科
目

１後

２前

栄
養
教
諭
２
種
免
許
状
に
関
す
る
科
目

《
卒
業
要
件
に
含
ま
ず
》

１前
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備　　　　考
助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授必　修 選　択 自　由 講　師 助　教

配 当
年 次授業科目の名称

科目
区分

公衆衛生学

社会福祉論

解剖生理学 　
解剖生理学実験

運動生理学Ⅰ

スポーツ医学

臨床医学概論

生化学実験

食品学総論

食品学実験

食品加工学実習

食品衛生学

食品衛生学実験

栄養学総論

栄養学実験

応用栄養学

応用栄養学実習

スポーツ栄養学Ⅰ

臨床栄養学概論

臨床栄養学実習

栄養教育・指導論Ⅰ

栄養教育・指導論実習

公衆栄養学概論

公衆栄養学実習

給食計画・実務論

給食運営管理実習

調理科学

基礎調理学実習

応用調理学実習Ⅰ

応用調理学実習Ⅱ

給食管理実習Ⅰ （校外）

運動生理学実習

スポーツ栄養学Ⅱ

スポーツ栄養指導実習

スポーツ栄養クッキング

スポーツ栄養情報処理演習

生活習慣病と食生活

世界の食生活と健康

国際栄養論

社会福祉援助技術

健康食育論

生化学 ２
担当者の出講都合により配当年
次を変更（21）

　

１

１

１

１

１

１

１

１

　 １

　

　

　

　

　

１

１

　

　

　

１

　

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

１

１

１

　

　

　

１

１

　

　 　

　

　

１

１

１

１

１

　

　

　

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

１

１

２

２

２

　

１後

２前

２

１

２

１

２

２

２
２

２

２

２

１

１

２

２前
　

２
１

１前、１後

　 　 　

　 　 　

　

　

１

１

１ １

１

１後

１前

３後

４前

１前

３前

２

１

栄
養
の
指
導

１

１

２

１

１後 ２

１前

４前

４後

２前

１後

１前

２前

栄
養
と
健
康

２前

２後

 １前

３後

４前

２後

２後

栄
養
士
関
連
科
目

給
食
の
運
営

ス
ポ
ー

ツ
栄
養
関
連
科
目

健
康
・
福
祉
関
連
科
目

社
会
生
活
と
健
康

人
体
の
構
造
と
機
能

食
品
と
衛
生

栄養教育・指導論Ⅱ
(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ論を含む）

食品加工学
（食品微生物学を含む）

学
科
専
門
科
目

運動生理学Ⅱ(環境生理学を含む）

健康福祉論
（ﾗｲﾌｻｲｸﾙとQOLを含む）

２後

２後

３後

２前

４後

３通

１後

３前

２後

１前

１前

２前

２前

２後

３後

３前

３前

２後

２後

１後

２後

４前

２

２

１

２

１

２

１

２

１

１

１

１

１

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２
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備　　　　考
助　手

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授必　修 選　択 自　由 講　師 助　教

配 当
年 次授業科目の名称

科目
区分

運動プログラム論

健康体力評価論（含実習）

応急手当実習

機能運動論

理学療法論

障害者とスポーツ

食生活論

栄養機能食品論

栄養情報処理演習

学校栄養教育論

フードスペシャリスト論

フードコーディネート論

食環境論演習

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業論文

基礎演習Ⅱ

１前

１後

備　　　　　　　　考
計

変　　更　　状　　況

必　修 選　択 自　由

15414

科目

207 39

[　0　]

届　出　時　の　計　画

科目

39

科目

154

１

科目科目

必　修 選　択 自　由 計

科目

基礎演習Ⅰ

１

１

２

１

　 １

３

　

　

　

　５

１

１

 ２

　

２

　

２

２

　

（２） 授業科目数

14

[　0　]

科目

207

[　0　][　0　]

科目

食料経済（食品流通を含む）

３前

４後

４通 　 　８

　

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
関
連
科
目

資
格
関
連
科
目

健
康
運
動
実
践
指
導
関
連
科
目

学
科
専
門
科
目

生涯スポーツ科学
（スポーツ心理学を含む）

身体運動実習Ⅰ
（ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽ）

身体運動実習Ⅱ
（ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ・ｳｫｰｷﾝｸﾞ）

身体運動実習Ⅲ
（ｽｲﾐﾝｸﾞ＆ｳｫｰﾀｰｴｸｻｻｲｽﾞ）

給食管理実習Ⅱ （校外）

ＮＲ（栄養情報担当者）論

健康管理概論（倫理学を含む）

消費生活科学（食品商品学を含む）

１前

１後

１後

２前

２後

３前

３前

２後

３前

４前

３後

２後

４前

３後

４前

４前

２後

１

１

１

１

１

１

２

２

２

１

１

１

　

 １

１

　

１

　　

　

３

３５ ２

２５ ３

３

２

１

１

１

１

１

１

１

１

４後

４前

２

２

１

２

２

３後

２

２

２

２

２

 入学者数に応じ、教育効果に
 配慮して担当者を追加（21）

そ
の
他

３前

３後

３

 ２  １

３

２
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 　該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 　該当なし

２

３

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

　該当なし

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目

　　　　［　］内に届出時の計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　２　「(２)　授業科目数」は，未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入す

　　　　る（資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，

未開講科目と廃止科目の計

届出時の計画の授業科目数の計
＝ 0

（注）１　「(１)　授業科目表」は，設置届出書の様式第２号（その２）に準じて作成してください。

　　　５　「(５)　授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」」欄には，

　　　　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　６　「(６)　「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合」は，小数点

　　　　以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　知方法」を記入してください。

　　　３　「(３)　未開講科目」は，届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らか

　　　　の理由で未開講となっている授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的

　　　４　「(４)　廃止科目」は，届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　に記入してください。
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備考区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

４，９３１㎡ １２，４２１㎡ ７７，９５３㎡６０，６０１㎡

　（７３，９６２㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

神戸女子短期大学と共
用

校 舎 敷 地

〔うち外国書〕

(４) 専任教員研究室

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

４２，８７５㎡ ７，０８５㎡

　　　（７，０８５㎡） 　（２４，００２㎡）

（注）１　届出時の計画を設置届出書の様式第２号（その１）に準じて作成してください。

新設学部等の名称 室　　　　　　数

○○学部　○○学科 室

冊

３　施設・設備の整備状況，経費

２４，００２㎡ ７３，９６２㎡

　　（４２，８７５㎡）

１４５，６２４㎡ ４，９３１㎡ ２４，５２５㎡

点 点 点

機械・器具 標　　本

１７５，０８０㎡

語学学習施設

（補助職員　　人）

室

（　　　　）

〔うち外国書〕 電子ジャーナル

〔うち外国書〕

視聴覚資料

〔　　〕　

〔　　〕　 〔　　〕　

（　　　〔　　〕）

（　　　　）

〔　　〕　

（　　　〔　　〕） （　　　　）

（　　　　） （　　　　）（　　　〔　　〕） （　　　　）

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、寄付金、雑収入　等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 ２，９００千円 ２，９００千円 1,000千円

  2,790
  3,000千円

学生１人当
り

納付金

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

㎡

開設前年度

経費
の見
積り

完成年度

第１年次 第２年次 第３年次

１，４３０千円 １，０８０千円 １，０８０千円

情報処理学習施設

室

（補助職員　　人）

第６年次

―　千円

1,000千円

開設年度

収 納 可 能 冊 数

１，０８０千円

１７５千円

 11,131
 10,000千円

設備購入費

図書購入費

第４年次 第５年次

―　　千円

1,000千円

―　　千円

図
書
・
設
備

(５)

計
〔　　〕　

種

○○学部
〔　　〕　

（　　　〔　　〕）

（　　　〔　　〕） （　　　〔　　〕）

(３) 教　　室　　等

演　習　室

　

実験実習室

室

講　義　室

室

図　　書 学術雑誌

室

９，９９９㎡

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

㎡

完成年度

１７５千円

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数
(６) 図　　書　　館

０㎡ １２，１０４㎡ ２２，１０３㎡

４，９３１㎡ ２４，５２５㎡ １００，０５６㎡

運動場用地

小　　　計 ７０，６００㎡

神戸女子短期大学と共
用

　　　２　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を備考欄に記入してください。

０㎡ ０㎡ ７５，０２４㎡そ　の　他

合　　　計

７５，０２４㎡

(８)
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

文学部 1.14

　日本語日本学科 4 60 ― 240 学士
（日本語日本文学）

1.15 平成18年

　英語英米文学科 4 60 ― 180 学士
（英語英米文学）

1.41 平成18年
平成21年度入学定員
変更（40→60人）

　神戸国際教養学科 4 40 ― 160 学士（国際教養学） 0.76 平成18年

　史学科　 4 60 ― 240 学士（歴史学） 0.91 昭和44年

　教育学科 4 165 ― 660 学士（教育学） 1.26 昭和44年

　文学科国文学専攻 4 ― ― ― 学士（国文学） ― 昭和44年
平成18年度より学生
募集停止

　文学科英文学専攻 4 ― ― ― 学士（英文学） ― 昭和44年
平成18年度より学生
募集停止

　社会福祉学科 4 ― ― ― 学士（社会福祉学） ― 平成8年
平成18年度より学生
募集停止

家政学部 1.03

　家政学科 4 80 ― 320 学士（家政学） 0.96 昭和41年

　管理栄養士養成課程 4 140
3年次
20 600 学士（栄養学） 1.07 昭和43年

健康福祉学部 0.60

　社会福祉学科 4 80 ― 560 学士（社会福祉学） 0.60 平成18年

平成21年度名称変更
（健康福祉学科→社
会福祉学科）
平成21年度入学定員
変更（160→80人）

大 学 の 名 称

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

総合生活学科 2 150 ― 300
　短期大学士
（総合生活学）

0.86 平成8年

食物栄養学科 2 140 ― 320
　短期大学士
（食物栄養学）

1.09 平成8年
平成21年度入学定員
変更（180→140人）

幼児教育学科 2 100 ― 180
　短期大学士
（幼児教育学）

0.98 昭和30年

平成21年度名称変更
（初等教育学科→幼
児教育学科）
平成21年度入学定員
変更（80→100人）

４　既設大学等の状況

兵庫県神戸市
須磨区東須磨
青山２番１号

　神戸女子大学

兵庫県神戸市
中央区港島中
町４丁目７番
２号

　神戸女子短期大学

兵庫県神戸市
中央区港島中
町４丁目７番
２号

11



　　　３　「定員超過率」欄には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

（注）１　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，すでに設置している大学の学部，学部

　　　　より学生募集停止」と記入してください。

　　　　いる場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期大学にお

　　　　いて専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

　　　４　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，備考欄に「平成○年

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置して

　　　　の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等専門学校ごとに，

　　　　（大学院及び短期大学の専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

　　　　状況を記入してください。

　　　２　設置届出書の様式第２号（その１）に準じて作成してください。
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教授

専 教授 山下　俊介

専

専 教授 梶原　苗美

瀬口　春道 平成21年4月

平成21年4月

平成21年4月

兼任　

兼担・

の別　

職名 就任予定年月 担当授業科目名
氏　　名

（年　齢）

５　教員組織の状況

＜健康福祉学部　健康スポーツ栄養学科＞

専任・

兼担・

兼任　

の別　

専任・

備　　考
担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

職名 就任予定年月

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

（１） 担当教員表

専 教授 奥野　直

平成21年4月

平成21年4月

機能運動論

理学療法論

栄養機能食品論※

解剖生理学

解剖生理学実験

ｽﾎﾟｰﾂ医学

臨床医学概論

健康管理概論（倫理学を含む）

応急手当実習※

女性と医学※

食品衛生学

栄養学実験

世界の食生活と健康

生活習慣病と食生活

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業論文

英語Ⅰ－１

英語Ⅰ－２

英語Ⅱ－１

英語Ⅱ－２

国際栄養論

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業論文

英語Ⅲ－１

英語Ⅲ－２

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

ｽﾎﾟｰﾂ栄養指導実習※

生涯ｽﾎﾟｰﾂ科学
（ｽﾎﾟｰﾂ心理学を含む）

運動プログラム論

応急手当実習※

解剖生理学実験

運動生理学Ⅰ

運動生理学Ⅱ
（環境生理学を含む）

運動生理学実習

専門演習Ⅱ

卒業論文

栄養教育・指導論Ⅰ

栄養教育・指導論Ⅱ
（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ論含む）

障害者とｽﾎﾟｰﾂ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

山本　隆子

栄養教育・指導論実習

健康食育論

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業論文

専 教授
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の別　

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　

変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

給食管理実習Ⅱ（校外）

フードスペシャリスト論

基礎演習Ⅰ 入学者数に応じ、教育効果に配慮
して担当者を追加（21）

入学者数に応じ、教育効果に配慮
して担当者を追加（21）

入学者数に応じ、教育効果に配慮
して担当者を追加（21）

より適任の担当者に変更（21）

佐藤　誓子 婚姻により改姓（21）

給食管理実習Ⅰ(校外）　

食生活論

基礎演習Ⅱ
平成21年4月

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ
平成21年4月

平成21年4月
基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

専

平成21年4月

平成21年4月

教授 濱田　信威

准教授

講師 宮﨑　育子 平成21年4月

基礎調理学実習

応用調理学実習Ⅰ

応用調理学実習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業論文

平成21年4月
基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

専

准教授専

近藤　誓子講師専

重福　京子

坂元　美子

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業論文

ｽﾎﾟｰﾂ栄養学Ⅰ

ｽﾎﾟｰﾂ栄養学Ⅱ

ｽﾎﾟｰﾂ栄養指導実習※

ｽﾎﾟｰﾂ栄養クッキング

ｽﾎﾟｰﾂ栄養情報処理演習

栄養機能食品論※

専 講師 松浦　紀美恵

応用栄養学実習

臨床栄養学実習

調理科学

平成21年4月

応用栄養学

専

食品学総論

専門演習Ⅰ

食品学実験

届　出　時　の　計　画

平成21年4月

専門演習Ⅱ

卒業論文

基礎トレーニング

ｽﾎﾟｰﾂと健康の科学

食品加工学
（食品微生物学を含む）

食品加工学実習

ｽﾎﾟｰﾂ実技Ⅰ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

身体運動実習Ⅰ
（エアロビックダンス）

身体運動実習Ⅱ
(ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ・ｳｫｰｷﾝｸﾞ)

身体運動実習Ⅲ
(ｽｲﾐﾝｸﾞ＆ｳｫｰﾀｰｴｸｻｻｲｽﾞ)

健康福祉論
（ﾗｲﾌｻｲｸﾙとQOLを含む）

健康体力評価論（含実習）

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業論文

栄養学総論

給食運営管理実習

卒業論文

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業論文

教授 梶原　苗美 平成21年4月 世界の食文化世界の食文化 専
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オムニバス講義内容の変更による担当者
の追加(担当時間数2/15回）（21）

心とからだの健康※平成21年9月

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

平成24年4月

就任辞退による担当者の変更
（21）

スポーツ実技Ⅱ－１

地域学習

キャリアに学ぶ

キャリアデザイン

ｵﾑﾆﾊﾞｽ形式の授業のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰと
してより適任の教員に変更（21）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ形式の授業のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰと
してより適任の専任教員に変更
（21）

平成21年4月 キャリアに学ぶ

キャリアデザイン

高齢社会と福祉※

ｽﾎﾟｰﾂ実技Ⅱ－１

NR論（栄養情報担当者）論

准教授 清水　弥生

社会福祉論

講師 佐藤　誓子 平成21年4月専

平成21年4月 神戸の歴史と文化※

兼担 教授 山本　勇

兼担

兼担 教授 狩野　恭 平成21年4月
心とからだの健康※

変　　更　　状　　況

兼担 教授 湯谷　和女

兼担 中尾　友則教授

平成21年4月

平成21年9月

兼担 教授 西田　実継 平成21年4月

教授 大沢　正子

専 教授

講師

山根　千弘兼担 教授 平成21年4月

堀田　久子

兼担 教授 森本　直明 平成21年4月

平成21年4月

生物Ⅰ

生物Ⅱ

心とからだの健康※

教授兼担

兼担 教授 栗原　伸公 平成22年4月

兼担 教授 竹中　優 平成22年4月

宮村　茂紀 平成21年4月

兼担 教授 渡邊　信 平成22年4月

教授

兼担

オムニバス講義内容(2/15回）の
変更による担当者の変更（21）

平成21年4月 神戸の歴史と文化※
辞任によるオムニバス講義（2/15回）の
担当者の変更（21）教授

今井　修平 平成21年4月 神戸の歴史と文化※

兼担 教授 前田　研史 平成21年9月

神戸の歴史と文化※

女性と医学※

兼担

イギリスの文学

心とからだの健康※

女性と医学※

女性と医学※

兼任

オムニバス講義内容の適正化に伴
い担当者を減じた（21）

兼担 教授 中尾　友則

兼担 教授 上野　勝代

哲学入門

現代社会と経済

アジアの歴史

届　出　時　の　計　画

平成21年4月

生物Ⅰ

生物Ⅱ

化学Ⅱ

化学Ⅰ

谷内　健太郎 平成21年4月

濱田　信威 平成21年4月
化学Ⅰ

化学Ⅱ

心理学Ⅰ

心理学Ⅱ

神戸の歴史と文化※

兼担

兼担 教授 信貴　宏 平成21年4月

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ入門

生命の科学

物理Ⅰ

物理Ⅱ

兼担 教授 久松　英保 平成21年4月

兼担 教授 横尾　英子 平成21年4月

兼担 教授 植戸　貴子 平成21年4月

高齢社会と福祉※

高齢社会と福祉※

兼担 教授 坂下　達男 平成21年4月

高齢社会と福祉※

地域学習
学科の教育内容に応じた専任教員
に変更（21）

高齢社会と福祉※

平成21年4月

専 教授 奥野　直 平成21年4月

社会福祉援助技術

オムニバス講義内容の適正化に伴
い担当者を減じた（21）

兼担 教授 川森　博司 平成22年4月

兼担 教授 冨永　雅和

兼担 教授 王　霜媚 平成21年4月

中国語Ⅰ

中国語Ⅲ－１

文化人類学入門

中国語Ⅲ－２

佐藤　仁

斎山　美津子教授兼担 平成21年9月

中国語Ⅱ

平成23年4月

平成23年9月

平成21年4月

ｽﾎﾟｰﾂ実技Ⅱ－４

ｽﾎﾟｰﾂ実技Ⅱ－５

ｽﾎﾟｰﾂ実技Ⅱ－６

ｽﾎﾟｰﾂ実技Ⅱ－２

ｽﾎﾟｰﾂ実技Ⅱ－３

兼担 教授

兼担 教授 佐藤　勝昌

兼担 教授 近藤　久史

公衆衛生学

ｽﾎﾟｰﾂ実技Ⅱ－７

人権教育

学科の専門教育内容に配慮した教
授内容とし、これに伴いより適任
な専任教員へ変更（21）

就任辞退による担当者の変更（21）
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辞任によるオムニバス授業の就任辞退
（21）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

教養演習Ⅱ
平成21年4月

平成22年4月 人間と社会

教養演習Ⅰ

人間と社会

栄養教育実習
事前事後指導含む※

特別活動論

統計学

教育行政学

高齢社会と福祉※

高齢社会と福祉※

神戸の歴史と文化※

フランス語Ⅲ－２

兼担 教授 中島　實 平成22年4月 教育心理学Ⅱ

届　出　時　の　計　画

兼担 教授 中井　昌子 平成23年9月

栄養教育実習
 事前事後指導含む※

学校栄養教育論※

教職総合演習

日本の歴史兼担 准教授 梶木　良夫 平成21年4月

兼担 准教授 吉村　真美 平成21年4月 ヨーロッパの歴史

美の探究兼担 准教授 守本　智美 平成21年4月

兼担 准教授 阿部　敦 平成21年4月 高齢社会と福祉※

教養演習Ⅰ

教養演習Ⅱ

辞任による担当者の変更（21）

辞任による担当者の変更（21）

兼担 准教授 梶木　典子 平成22年4月 家族・都市

兼担 准教授 松本　博史 平成21年9月

数学概説

生活と数学

教授兼担 准教授 横山　正子 平成21年4月
教授へ職位変更
オムニバス講義内容の適正化に伴
い担当者を減じた（21）

兼担 准教授 松﨑　喜良 平成21年4月 高齢社会と福祉※

兼担 准教授 清水　益治 平成21年4月 高齢社会と福祉※
辞任によるオムニバス授業の就任辞退
（21）

兼担 准教授 清水　弥生 平成21年4月

兼担 准教授 曽田　里美 平成21年4月 高齢社会と福祉※

兼担 准教授 眞野　典子 平成21年4月 高齢社会と福祉※

兼担 准教授 下司　実奈 平成21年4月

兼担 准教授 小原　依子

心とからだの健康※

高齢社会と福祉※

平成21年9月 心とからだの健康※

兼担 准教授 園田　節子 平成21年4月

兼担 准教授 林　利恵子 平成21年4月 神戸の歴史と文化※

兼担 准教授 高野倉　睦子 平成21年4月 神戸の歴史と文化※

兼担 講師 山田　千枝子 平成21年4月 高齢社会と福祉※
オムニバス講義内容の適正化に伴い担当
者を減じた（21）

兼担 准教授 赤井　義弘 平成21年4月

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ－１

教育行政学
教育効果を高めるため当該科目の教育実
績のある教員を担当者として教職課程認
定申請を行ったため担当者を変更（21）

兼担 講師 岸本　芳信 平成21年9月

兼任 講師 小林　正治 平成21年9月

学校栄養教育論※兼任 講師 藤井　昭子 平成23年9月

兼任 講師 丸山　京子 平成23年9月 学校栄養教育論※

兼任 講師 小林　正治 平成21年9月

学習過程指導論

教職論

兼任 講師 保田　その 平成22年4月

兼任 講師 岡本　武夫 平成23年4月 教育課程総論

教育基礎論Ⅱ

兼任 講師 中西　美代子 平成21年4月 教職論
より適任者として教職課程認定申
請を行ったため担当者を変更
（21）

兼担 野口　和美准教授

兼担 教授 斎山　美津子
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兼任 講師 島田　順子 平成21年4月
英作文Ⅰ 就任辞退による担当者の変更

（21）英作文Ⅱ

兼任 講師 李　春子

専任・

職名

の別　

教育相談

情報と倫理

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

の別　

兼任　

兼担・

専任・

中国語Ⅱ－１

中国語Ⅱ－２

朝鮮語Ⅰ－１

朝鮮語Ⅰ－２

フランス語Ⅱ－２

中国語Ⅰ－２

イタリア語Ⅱ－１

イタリア語Ⅱ－２

朝鮮語Ⅱ－１

朝鮮語Ⅱ－２

朝鮮語Ⅰ

朝鮮語Ⅱ

朝鮮語Ⅲ－１

朝鮮語Ⅲ－２

イタリア語Ⅰ－２

ドイツ語Ⅱ－１

ドイツ語Ⅲ－１

公衆栄養学実習

ｵｰﾗﾙｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ

ドイツ語Ⅰ－１

ドイツ語Ⅰ－２

公衆栄養学概論

道徳教育の研究

自然科学史入門

兼任 講師 岩崎　浩明 平成23年9月

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

担当授業科目名

生徒指導論

兼任　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

兼任 講師 中西　美代子 平成23年4月

平成23年9月 教育社会学兼任 講師 太田　拓紀

備　　考
就任予定年月 担当授業科目名

兼任 講師 浅木森　和夫 平成22年4月

兼任 講師 武藤　美也子 平成21年4月 神戸の歴史と文化※

兼任 講師 森内　安子 平成24年9月 食環境論演習

兼任 講師 谷　貞志 平成22年4月

世界の思想

世界の宗教

日本の文学兼任 講師 水川　布美子 平成21年4月

兼任 講師 山口　知子 平成21年4月 アメリカの文学

法と社会生活兼任 講師 七野 敏光 平成21年9月

兼任 講師 笹田 哲男 平成21年4月 日本国憲法

現代社会と政治兼任 講師 濱口　瑞穂 平成22年9月

兼任 講師 佐久川　昌彦 平成22年9月 人間と情報化社会

兼任 講師 山﨑　貞治 平成21年4月

兼任 講師 平野　大志郎 平成22年4月

躍動する地球

ゆれる地球環境

資産運用とﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ

兼任 講師 小河　洋子 平成21年4月
女性と職場

情報リテラシー

兼任 講師 平田 真弓 平成21年4月

中国語Ⅰ－１

情報機器の操作

ｵｰﾗﾙｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ

ｵｰﾗﾙｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

ドイツ語Ⅱ－２

女性学

助教 竹田　和恵 平成21年4月
生活と情報

情報機器の操作
兼担

英作文Ⅰ

英作文Ⅱ

兼任 講師 依藤　津世子 平成21年9月

心とからだの健康※

兼任 講師 長澤　麻子 平成21年4月

兼担

兼任 講師 ジョン・ジャクソン 平成21年4月
ｵｰﾗﾙｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

フランス語Ⅰ－１

兼任 講師 毛利　真実 平成22年4月
ドイツ語Ⅲ－２

中国語Ⅰ－１
兼任 講師 杉山　志郎

フランス語Ⅰ－２
兼任 講師 吉川　順子 平成21年4月

フランス語Ⅱ－１

兼任 講師 宋  栄芬 平成22年4月

兼任 講師 梁　英芳 平成21年4月

兼任 講師 金　智英 平成21年4月

兼任 講師 朴　麗玉 平成21年4月

兼任 講師 吉冨 文 平成21年4月

イタリア語Ⅰ－１

教育内容の充実を図るため、
兼担教員に担当者を変更（21）

教育内容の充実を図るため、
兼担教員に担当者を変更（21）

就任辞退による担当者の変更（21）

就任辞退による担当者の変更（21）

生活と情報

平成21年4月ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ・ﾗﾎﾟｰｻﾞ講師

平成21年4月

平成21年4月
中国語Ⅰ－２

朝鮮語Ⅰ

朝鮮語Ⅱ
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兼任 講師 ｴﾝﾘｺ・ﾌｫﾝｶﾞﾛ 平成21年4月

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

イタリア語Ⅰ

イタリア語Ⅱ

専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

兼任 講師 柳田　潤一郎 平成21年9月 食品衛生学実験

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

兼任 講師 藤井　康弘 平成24年4月 NR論（栄養情報担当者）論

イタリア語Ⅱ

世界の音楽

イタリア語Ⅰ

就任予定年月 担当授業科目名

兼任 講師 森川　明美 平成21年4月
イタリア語Ⅲ－１

イタリア語Ⅲ－２

兼任 講師 中谷　隆雄 平成21年4月

兼任 講師 長尾 義人 平成22年4月

兼任 講師 毛利　真実 平成21年4月

生化学

兼任 講師 高橋　十郎 平成22年9月 生化学実験

兼任 講師 吉川　豊 平成21年4月

兼任 講師 谷口　洋 平成23年9月 臨床栄養学概論

兼任 講師 高本　恭子 平成22年4月 給食計画・実務論

兼任 講師 長谷川　泰一 平成24年4月 食料経済
（食品流通を含む）

兼任 講師 前中 みき子 平成24年4月 消費生活科学
（食品商品学を含む）

兼任 講師 後藤　貴子 平成23年4月 栄養情報処理演習

兼任 講師 安原　美帆 平成24年4月 ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ論

兼任 講師 山﨑　克人 平成24年4月 NR論（栄養情報担当者）論

就任辞退による担当者の変更
（21）

就任辞退による担当者の変更（21）

備　　考氏　　名
（年　齢）

就任予定年月職名 担当授業科目名
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変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画
備　　　　　考

講　師 助　教 計 助　手計 助　手 教　授

0 11 3 6

准教授教　授 准教授 講　師 助　教

2 3 0 11

（２） 専任教員数

6 2 3 3

（　6　） （　2　） （　3　） （　0　） （　11　） （　3　） ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］

番　号

１

（３） 専任教員辞任等の理由

辞任（就任辞退を含む）等の理由職　位 専任教員氏名

該当なし
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　該当なし

（注）１　「(１)　担当教員表」は，設置届出書の様式第３号（その１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目

　　　　を担当する教員組織に所属している場合は，〈表題〉を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　２　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　３　辞任者は「備考」欄に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　４　年齢は，就任年度に関わりなく，「届出時の計画」欄には，開設時現在の満年齢を，「変更状況」欄

　　　　には，平成２１年５月１日現在の満年齢を記入してください。

　　　５　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は

　　　　「昇格」をいう。）は，変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は

　　　　「後任未定」及び今後の採用計画を「備考」欄に記入してください。

　　　６　「(２)　教員数」の「届出時の計画」欄には，完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時

　　　　の状況を記入し，「変更状況」欄には，平成２１年５月１日現在（就任年月に達していない者を含む）

　　　　の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の計画との増減数を記入してください。

　　　　（記入例：１名減の場合：△１）

　　　７　「(３)　専任教員辞任等の理由」欄には，届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可

　　　　能な限り具体的に記入してください。

　　　８　「(４)　専任教員交代に係る大学の所見」欄には，専任教員交代に係る学生の履修等への影響に関す

　　　　る「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
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届　出　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　特記事項なし

     ・神戸女子大学FD（Faculty　Development）委員会規程、別途添付。

　　・　教育研究部会の開催

　　・　FD委員会の開催

　　・　FD活動の説明会

　　・　FDシンポジウム・討論会

　　・　授業公開（教員相互の授業参観）

６　その他全般的事項

＜健康福祉学部　健康スポーツ栄養学科＞

（１） 設置計画変更事項等

　　・FD委員会が中心となり、学部教授会で全学教員に対して、新しいFD活動の方針と授業アンケート、授業公開の
　　　日程、概要などを説明し実施している。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

　　・　授業報告書・授業アンケートの実施

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　・FD委員会（H20.4.17　6名、H20.5.15　7名、H20.9.11　6名、H20.10.16　6名、H21.2.12　7名）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　・教員のFDに関わる企画、運営に関する事項。各学部・学科等が行うFDの支援。国内外のFDの調査、分析、
　　　公表等。

②　実施状況　※実施されている取組を全て記載すること。

①　実施体制

　ｂ　実施方法

　ａ　実施内容
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　　　3.授業公開(H20後期授業：69名の教員が授業公開）授業アンケート（H21年度前期授業：ほぼ100％の教員が実施）

　　・学生の成績は教員の授業の成果であり、学生の成績をつけることは同時に、自分自身の授業を反省することを
　　　含んでいる。個人の授業課題を知るため、授業公開にもできるかぎり多くの教員が参加するよう呼びかけて
　　　いる。

　　　2.FDシンポジウム・討論会（H20.6.12　約30名、H20.6.16　約15名）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　1.教育研究部会（H21.4.30　11名）

　　・平成２1年３月３１日　公表

　ａ　公表（予定）時期

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項

　「建学の精神」は、「本学園の教育は、民主的で文化的な国家を建設して、世界の平和と人類の福祉に貢献しようと
する有為な女性を育成するにある。そのためには、人格の完成をめざし、平和的な国家および社会の形成者として、真
理と正義を愛し、個人の価値をたっとび勤労と責任を重んじ、自主的精神に充ちた、心身ともに健康な国民の育成に、
力をつくすにある。」である。健康スポーツ栄養学科は、この健康を栄養とスポーツから維持しようとするものであ
る。
　卒業生を社会に送り出すことによる社会に対する責任を強く認識し、自らの教育研究活動を恒常的に検証し改善に繫
げてきたが、更に社会から本学が求められる質の水準を確保するために、また社会に対して十分な説明責任を果たすた
めに、財団法人大学基準協会による認証評価を２００９年度に受けることを決定している。
　大学が自身の諸活動に対する改革・改善のビジョンを示し、認証機関からそれに対する指導・助言・支援を受けるの
が認証評価であること、その結果を社会に公表することが重要で、それによって大学の価値を社会にアピールする機会
となることを全学で確認した。
 報告書には本学の個性・特色を集約する必要がある。そのために大学の全構成員が点検・評価の諸側面について、人々
の思いを見極め、それらをきちんと汲み上げることによって「大事なこと」を明確にし、それらについて現状を把握
し、更に分析・評価して問題点について改善策を導き出すことが、報告書作成の基本的な考え方であるとした。
　なお、健康スポーツ栄養学科については、開設後3ヶ月しか経過しておらず、現時点での評価は難しい段階であるが、
少なくとも６０人の入学定員に対し１，３４１人もの志願者が集まったことから、受験生の本学科に対する期待は大き
く、その分選抜して入学した学生に対する責任も重いと認識している。
　今後、設置趣旨である運動と栄養の両面から我が国の健康を支える人材の輩出に向けて、学科の目的と入学生の志望
動機とのマッチ度合い、入学生の希望進路、科目履修状況、科目理解度、満足度などについて、ヒアリング等により調
査を実施し、その結果を教育方法の工夫や指導体制の強化につなげていく予定である。

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２１年度に評価機関（大学基準協会）の評価を受ける。

　ｂ　公表方法

　　・下記、認証評価を受けた後、自己点検・評価報告書を刊行する。配付先の詳細は未定。

　　・現在、大学ホームページ上に公開。（平成２１年３月３１日より）
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　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

①　設置届出書

　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

　　　　るだけ具体的な根拠を含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　　　４　「（４）情報提供に関する事項」の「①」について，現在は未公表であり，今後公表を予定している場合，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）※未定

（注）１　項目は，１～５の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　２　「（１） 設置計画変更事項等」の記入事項は，原則として，設置届出書の「設置の趣旨等を記載した書類」

　　　　の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　　　３　「(３)　自己点検・評価等に関する事項」については，届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わら

　　　　ず記入してください。また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，でき

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　　　　　　　　　　 ）※未定

　　　　　また、「①」又は「②」の「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲

　　　　載しますので，大学等のトップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　　大学設置室あてに，メールにてご報告ください。

　　　　公表後の取扱いについて記入してください。

②　設置計画履行状況報告書

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（　平成２１年１０月１日　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成２１年８月１日　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置届出書」掲載ページへのリンク

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　　　　　　　　　　 ）※未定

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secci@mext.go.jp

　　　　　なお，「②」について，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）※未定

（４） 情報提供に関する事項

23


